History of School of Commerce (Statistics) -In Memory of Prof. Arata Kobayashi- by 林 文彦 & 新澤 雄一
73
商学史（統計学の系譜）
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I
　ウェスターガードによれば，統計学は3つの源泉をもつといわれている。1つ
は17世紀に主としてドイツに勃興した国状記述派（Staatenkmde），その2は
ほぼ時を同じくしてイギリスに創姶された政治算術（Politica1arithmetic），
その3は16世紀頃イタリアに端を発し，のちにフラソスにおいて大成された確
率論である。
　統計学が輸入科学として目本に渡来してここに百余年，統計学は科学一般に
種々適用され甚大な効果を収めつつあるが，輸入科学としての「統計学」は，
国家の顕著事項を記述するといういわゆる国状記述派的なものとして輸入され
た。すなわち「明治3年2月，大学規則及中・小学規則を発布せられ」，ωその
「大学規則」における法科の学科名に「国勢学」とあり，中・小学規則のr中
学」の部，法科の専門学にも同様に「国勢学」とある。
　また，明治3年閨10月，大学規則に基いて新たに大学南校規則が制定され，
その大学南校規則第25条に「専門科分ヲ1234／4等トス共学科ハ大凡左二示ス
カ如シ」とあり，法科の学科中に同じようにr国勢学」とある。
　下って「明治ユ5年9月及12月に於て，夫々学科課程の改正あ㌦9月に於げ
る改正は政治学及理財学科に関するもめにして，第2年の課程に新に統計学を
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加へ」とあり，1年間毎通2時間の授業を行なっていた（傍点筆者）。明治ユ4
年9月東京帝国大学文学部に入学し，同18年7月卒業した金井延は，同年11月
ラートゲソ教師の助手となった。このカール・ラートゲソはr明治ユ5年来朝し
23年帰国して，独逸マールブルク大学の教授とたった人であるが，彼は独逸で
歴史学派経済学の影饗を受けていた。東京帝国大学の講義は行政学，国法学，
統計学等であつたが」（到（傍点筆老）r其の統計学の講義は今目の統計学とは違
ひ，各国の国勢を叙述したやうなもので，Staatenkundeとも言ふべきもので
あつたと言ふ」ことからも明らかなように，名は統計学であってもその実態は
国状記述派的なものであったと考えられる。
　一方，中央統計機関としては，明治4年（187ユ年）ユ2月24目付で太政官正院
に政表課を設置されたのが最初であるが，同5年（1872年）10月4日地誌課政
表係に縮小され，同6年（ユ873年）さらに5月目關内史財務課（r比課ハー切
財用二関係スル事ヲ勘査ス」）に付属と再縮小され，同7年（1874年）3月5
目外史所管の政表課となり，同8年9月25目太政官の内外史および諸局課が廃
止され，5科が置かれるに至って，r政表課ヲ廃シ尋テ第5科ヲ置キ政表事務
ヲ管ス」ことになり，同10年1月18日「太政官中二調達局ヲ置キ政表事務ヲ管
ス」ことになり同局中の政表係となった。さらに，同ユ3年3月太政官中の調査
と法制の両局が廃止され，法制，会計，軍事，内務，司法，外務の6部が置か
れるに至り，政表係を改めて統計課として会計都に所属させた。以上種々その
機構上の位置及び名称が変更されたが，明治工4年5月30目付で太政官中に統計
院を設置し，統計機構の一大拡充をみるに至った。（3〕
　このように統計院の設置に伴い，統計事務所管機構に飛躍的拡充がなされた
が，これというのも参議大隈重信の統計治国の建議が役立っていたからであ
る。
　「現在ノ国勢ヲ詳明セザレバ政府則チ施政ノ便ヲ失フ過去施行ノ緒果ヲ鑑照セ
ザレバ政府其政策ノ利弊ヲ知ルニ由ナシ故二現在ノ国勢ヲ詳明シ遇去施行ノ結
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果ヲ鑑照スルハ是レ政府二在テ欠クベカラザルノ務ナリー・現在ノ国勢ヲー目
二明瞭ナラツムル老ハ統計二若クハ莫シ叉現在ノ国勢ヲ以テ之ヲ既往二比較シ
遇去施政ノ得失ヲ証明スル者ハ亦タ統計二若クハナシ是ヲ以テ政府夙二其大要
アルヲ察シ太政官中二政表課ヲ設置セラレタリ・…・・抑モ統計ノ業タル施設ノ実
務二遠離スルノ外観アルガ為メニ共材料ヲ有スル諸官衛二於テ報告徴集ヲ等閑
二付スルノ弊ナキニアラズ叉統計課二在テハ其仕組ノ狭小ナルガ為二充分ナル
編製ヲ遂ルコト能ハズ是則チ完全ナル統計表ナキ原因ノ大ナル老ナリ故二願ク
バ……一院ヲ設ケ鋭意統計ノ業二従事セシメ……其規模ヲ大ニシ且ツ内閣重官
ヲ以テ其首長ヲ兼務セシメラレソコトヲ斯ノ如クソバ完全ナル統計総表ノ製出
ヲ望ムベク政府始メテ現在ノ国勢ヲ容易二鑑照スルノ便ヲ得テ叉過去施設ノ繕
果二就キ政策ノ利弊ヲ発見スルノ端緒ヲ得ベキナリ……」㈹
　以上のように明治初頭前後におげる「統計学」は官府においても，また学校
教科においても，その内容は国状記述派的ないし政治算術的なものであったの
である。その後，大正時代に入っても，依然として国状記述派的統計学が各大
学で講ぜられた。
皿
　経済事象を量的に把握分析する研究法として，統計方法がすぐれた方法であ
るといわれている。しかし，いうところの統計方法については必ずしも正当に
理解されていない。というのも，それは主として，統計方法を研究対象とする
統計学の学的性格が明確さを欠いているからである。このことは統計学の学と
しての本質について，統計学を独立した杜会科学と考えr杜会集団」を数量的
に観察，記述，分析し，もって社会諸事象の合則性を解明することを統計学の
任務とみる「杜会統計学派」と，統計学を応用数学の一部門と考え，観察資料
（ObserYatiOnal　data）に適用される数学とみるr数理統計派」との2つの
考え方が，従来対立Lて存在していたことによってもうかがわれる。
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　統計学の研究対象たる「統計方法」は，その「適用領域」とともに相互に影
響しあって発達してきているのであ乱ここに適用領域とは，統計方法の適用
される対象であって，個々の事物（以下単に個物という）では把握できない規
則性が個物の集合である集団として把握するとき，その集団性を把握すること
のできるr統計集団」を意味する。
　この意味における統計集団は，統計方法の進歩につれてその内容を量的にも
質的にも次第に拡大Lつつあったし，一方，これを取扱う統計方法も，統計集
団の変化や拡大に応じてその発達が促進され，両老は相互に媒介しつつ今日ま
での発展を遂げてきたのである。従って，一口にr統計方法」，r統計集団」と
いっても，その意味するところは時代によって異なる内容をもつものであり・
共に歴史的に規定される概念であるといわなげればならない。従ってまた，統
計方法を研究対象とする統計学それ自体も，統計方法の発展に応じて，その本
質的性格の学的構成に変遷があり，その発達段階を次の3つの段階に画するこ
とができるo
　すなわち，第1段階は統計学が学として成立した段階であり，統計集団のも
つ規則性の解明を確率論の採用によって基礎づけた点に画期的な意義があり，
ヶトレ＿（Adolphe　Q咀etelet，1976～1874）によって代表される時期である。
第2段階は，大量観察法から統計解析法へ統計学の主要問題が移行するに至る
までの段階で，ピアソソ（Kar1Pearson，1857～1936）によって代表される。
第3段階は，標本理論の精密化がなされ，その基礎としての近代確率論の体
系化と共に飛躍的発達を遂げてきたもので，フィッッヤー（Rona1d　Ay1mer
Fisher，1890～1962）にょって始められた段階である。
　その中で，杜会集団を数量的に観察，記述，分析する大量観察法中心から統
計解析法を主軸とする統計学を日本で初めて樹立し，その画期的業績として挙
げられるのが，小林新教授によって大正14年に発刊されたr経済統計の原理と
応用（上）」（ダイヤモソド杜）である。小林先生は明治26年福井県に生まれ，
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大正5年にわが早稲田大学商科を卒業され，卒業と同時に早稲田大学留学生と
して，金融経済学及び統計学の専攻のため欧米に留学された。とくに米国で
は，コロソピア大学とハーバード大学で研究され，ムーア（H．L．Moore），
ミヅチェル（W．C．Mitche11），バースソズ（W．M－Persons）教授等に師事
された。その後，大正11年早稲田大学講師に命ぜられ，翌年商学部教授となら
れたが，米国留学中には連邦準備局調査課で国際物価指数の設計に参加され
た。わが国においても，ダイヤモソド杜の物価指数の設計にあたられたり，後
述のような東京株式取引所株価指数を設計された。
　小林先生は「経済統計の原理と応用（上）」の自序の中で，次のように述べ
ておられる。
r筆者は金融経済を専攻する白面の一学究でありますが，共方法学として統計
学的研究法に興味を感じた関係から，併せて理論統計学及び其応用一特に経
済統計学をも専攻するものであります。金融経済の動態現象たる経済循環の研
究一換言すれぱ経済界の現勢及び動向を正確に観測予断することは，金融経
済の専攻老にとりては頗る重要にして興味ある研究主題であります。此間題に
関する文献渉猟中，偶々バブスンのビジネス・バロメターを掌申にLて，経済
指数の研究に至大の好奇心を感じたのが，筆者の統計学に志した動機でありま
す」，「本書は全体が4編に分れて居り，第1編総論に於て，統計学の発達を説
き，本質を論じ，統計学的研究法の根本思想を吟味し，第2編に於て統計材料
の蒐集を叙し，編整を述べ，其正確性の程度を検討し，第3編に於ては度数分
布論，平均論，観察値散布程度の測定，趨勢的変動の研究，交連関係の研究，
公算法と標本法及び公算正曲線の7章を設けて統計学的研究法の大要を説明し
て居ります」｛5〕としてある。
　さて，昭和期になると，経済統計学の中でも重要な分野の一つである経済指
数についても，今まで以上に詳Lく研究されるようになった。昭和3年ユ0月，
東京株式取引所は創立50年記念事業の一環として株価指数を作成したが，小林
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ205
　78
新教授がその設計にあたられた「株価指数設計に就いて」の中で，次のように
論じられている。
「株価指数は極めて重要なものであるに拘らず，今目まで各国に於て存在する
ものは極めて不完全なものでありまして，云はば経済指数の1部門として極く
簡単なものが作られたに過ぎないのであります。即ち株価指数其のものを第一
主義的にこしらえ上げたものは殆んどないと言ひ得るのであります。従つて指
数の目的・本質を始めとしまして，指数に含ませる銘柄，それに与へるウニー
ト，指数を計算する算式等の問題に就きまして，未だ確定的な法則がないわけ
でありますから，今回株価指数の設計に当り色々新規に考案し，独特の方法を
創設する必要に遭遷したのであります。斯様な次第で予想外に困難な間題に遭
遇したのにも拘らず，坂引所当局の非常なる熱意と奮発とに依りまして，其設
計を完成することを得ましたのは非常に愉快に感ずる次第であります。何分或
程度まで新機軸を開くと云ふやうな次第でありますから，設計に当りましては
凡ゆる場合を考慮致しまして，各種の方法に就いて慎重なる研究を積み，共の
中に於ける実行性の強い最善なるものを採用した次第であります。そこで，此
の指数は或は理想的に完全なものでないかも知れませんが，叉色々理念を申せ
ぱ注文し得る点もあるのでありますが，実行し得るものの中で最善なるもので
あると思准するのであります」㈹としており，終りにあたってr最後に指数設
計に関して一言し度いことがあります。株価指数にせよ物価指数にせよ，或は
叉，賃金指数にせよ，絶対的に完全無欠なものを作成しようとしても不可能で
ありまして，必ずや或点で妥協して，或程度までの正確性を以て満足しなけれ
ぱならないのであります。
　ただ，この点に関して申し度いことは，吾々は絶対的正確，理想的完全なも
のでなげれぱ一顧の価値なきものとして捨去るべきや否やと云ふ問題でありま
す。100中100迄の正確性を持たないでも，仮りに100中70～80程度の完全性
を右するならぱ，それは非常に有用であり価値の高いものと申すべきでありま
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す。100中20～30の欠点があるからとて，全然これを廃棄するが如きは，吾々
の断じて与し兼ねる点であります。或物に多少の不完全な点がありましてもそ
の物が無いより優ることは実に多いのであります。物価指数の研究と応用とが
実用主義の哲学で支配されて居る米国人の問で発達して居ることは，誠に面白
い兆候でありまして，理論的に絶対的完全性を有しないでも，実用上の価値が
あれぱ，これを愛育し改良発達せしめようとする態度は，大いに学ぶべきであ
らふと思います。この株価指数にも幾分の欠陥が潜んでいるかも知れません
が，株価指数は今目の経済生活に於ける頗る重要なる指針でありますから，こ
れを善導し，愛護して，次第に完全なものになし得るやうに同情ある態度を執
られんことを懇願する次第であります」（〒〕と述べておられる。
東京帝国犬学50年史（上）
河合栄治郎・明治思想のユ断面（河合栄治郎選集9巻）
総理府統計局80年史稿
　同　　　　上
小林新「経済統計学の原理と応用（上）」
小林新「創立50年記念・株価指数設計に就いて」
　同　　　　上
　　　60頁
　　　82頁
　　5～9頁
　15～16頁
自序1～2頁
　　1～2頁
　73～38頁
　昭和24年に新制大学へ移行することが決定していた昭和23年に，商学部は，
近代経済学および統計学の強化，充実の重要性を認識L，戦後のわが国経済の
復興計画に大きな役割を果たした経済安定本部から，小林新教授の弟子である
林文彦を講師に招いた。新進気鏡の林は，昭和14年商学部卒業と同時に，東重
研究所の研究員となり，戦後大蔵省を経て経済企画庁に居たのであるが，こ
の時代から培ってきた近代経済学，とりわけ，昭和11年に公刊されたJ．M－
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XeyneSの「雇用・利子および貨幣の一般理論」を中心に，商学部はもとよ
♪，早稲田大学においてケイソズ理論の啓蒙に勉め，’他方において戦後わが国
の経済復興の処方嚢を書くことに多大の努力を蹟注した。
　昭和24年新制大学の発足にともたって，商学部は，一般科目に統計学，専門
科目に経済統計学を設置し，統計学の担当老は小林新教授および講師として内
閣総理府統計局都長であった森数樹を招き，経済統計は林文彦講師が担当し
た。従来わが国の商学・経済の部門における統計学は，国状記述派的立場から
の杜会統計学が主流であったが，先に述べたように早稲田大学商学部は，小
林新教授が，大正5年にコロソピア大学に留学，夙に近代統計学を習得し，わ
が国において漂本理論，推定・検定理論を中心とする数理統計学的立場からの
統計学教育を行って来たのであった。新制大学になって小林新教授の統計学の
内容は，第1に統計学の沿葦たらびに意義に関して統計学序説，第2に統計調
・査，製表および図表法を内容とする統計材料の生産，第3に度数分布の研究，
第4に季節指数，傾向線について時系列の解剖，第5は物価指数，第6は相関
理論，第7に標本法であって，その基本的内容は今目も変わらない。
　森数樹講師の講述内容もこれとほとんど変わることがないが，就れかという
と内閣総理府統計局におげる実践的経験をふまえて，統計調査の方法，設計・
実施にカ点を置いていた。
　林文彦講師の開講した経済統計は，経済事象を量的に把握するために近代経
済理論のもつ意味，経済事象の量的処理方法としての統計的方法の有用性，現
笑の揚としての日本経済の実態の解明のために，生産，物価，賃銀，通貨，雇
用等に関する経済諸統計の活用を考え，経済事象を近代経済理論に基づいて統
計的に分析する方法を講述した。
　林ば，統計方法を研究対象とする統計学の学的性格について従来明確に規定
されていないことについて，統計学の研究対象たる統計方法が，その適用領域
とともに相互に影響しあって発達し，統計方法を研究対象とする統計学それ自
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体も，統計方法の発展に応じてその本質的性格の学的構成に変遷があるという
立場から，昭和25年に早稲田商学第84号にr近代統計学の性格」を発表した。
すなわち統計学の発展を，ケトレーによって代表される統計集団のもつ規則性
の解明を確率論の援用によって基礎づけた古典統計学の第1段階，次にK・ピ
ァソソによって代表される大量観察法から統計解析法へ統計学の主要問題が移
行するまでの新古典統計学の第2段階，そして，標本理論の精密化が行われて
いるR・A・フィッツヤーによって始められる近代統計学の第3段階として捉
え，近代統計学はコルモゴロフの確率論を基礎とし，フィッシャーの創案した
r精密標本理論」の体系化が要請される段階にまで至っていることを述べ，当
時において，近代統計学の最も基礎的な概念である母集団そのものについての
概念規定に統一性が欠いていることを指摘している。
　金融経済学に対する該博な知識はもとより現代統計学のわが国における創成
期の先覚老でもあった小林新教授は，還暦を迎えて間もなく，昭和28年10月12
目急逝した。亡くなられる目まで，止むごとたき独創力をもって，拝済学に，
統計学に，そして計算機器の開発に努力を煩けていた先生の卒去はただ早稲田
大学のみならずわが国の学会にとって痛恨の極みであっれ
　昭和29年度より，統計学は小林教授の後をついで林文彦教授が担当するごと
となった。
】V
　江戸時代後期に蘭学とともに輸入された科学であるStatisticsが，会計学，
国勢，形成，知国，綜記など漢語に邦釈されたことは周知の事実であるが・．誰
が統計学と訳出したかについて諸説があり，多くは杉亨二が統計学と訳語を決
めたとしている。また，統計学はドイソのStaatenkunde（国状記述派）の
流れを汲む国家学の1分科としての独立科学という認識に対して，イギリスの
P01itical　Arithmetic（政治算術）の流れを汲み，国家学とは本質的に無関係
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な統計集団の解析に対する技術的知識体系であるという近代統計学の立場を護
が日本人として早くから理解していたかについて，ともに杉亨二であるという
ことが伝えられているが，杉亨二自身，近代統計学の内容を全く理解せず，ま
たStatisticsを統計学と訳出することを避け，移封歎など造語を提唱Lたが，
林文彦は，早稲田大学所蔵の大隈文書等を調査した上で，統計学の訳語の決定
老が杉亨二ではないこと，そして近代統計学を目本人として，正しく理解して
いたのは鶴外・森林太郎であることを再発見し，昭和32年に早稲田商学（第
127号）にr日本統計学史考一森林太郎の統計観について一」を発表したひ
　既に述べたように，小林新先生が戦前のわが国の経済界に大きな足跡を残さ
れた一つの業績は東京株式坂引所の株価指数について従来の単純株価指数を改
めフィッシャーの理想算式を提案，作成したことであった。戦後激しいイソプ
レーシ冒：■の最中に再開された東京証券取引所は，額面を戦前と同額に固定
し，株主に増資の優遇搭置をとったため，旧指数が必ずしも現状を反映してい
るとはいえず，修正指数としてダウ式株価指数を採用した。Lかしたがら，ダ
ウ指数はフローの指数であり，ストヅクとしての時価総額を表現できない欠点
があり，しかも旧指数はラスバイレス方式をとっているため基準時点の設置に
よって時間の経遇とともに現状と大きくかけ離れる欠点をもっているために，
林は常に現在時点におげる時価総額を反映する指数として，バーシェ方式の採
用を提案，現行の株価指数の設計に大きな影響を与えた。
　国家の総力を挙げて第2次世界大戦の渦中にあったわが国は，多大の犠牲を
払って敗戦を迎え，1940年代から1950年代にかけて，政治，経済，学術，研
究，技術ともに混乱の中にあり，この期問に，アメリカ合衆国のそれは，飛駿
的た発展を遂げた。
　コロソビア犬学で研究を積まれた小林新教授の例を見るまでもなく，戦前に
おいて，早稲田大学は，世界各国の学問研究の府に幾多の俊秀を留学させ，新
知識をわが国に導入する重要な役割を果たしたぱかりでなく，新分野の開拓に
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先がけたのであるが，昭和30年に早稲田大学は，オペレーシ目ソズ・リサー
チ，コソピュータ・サイエソスを初めとし，原子力，航空工学，医学，法学，
言語学たど多方面にわたって高水準にある米国ミシガソ大学と学術交流の必要
性を認め，理学，工学，経済学，経営学等の領域において，戦後米国で急速に
発展した学術，研究，技術を摂取するために，生産研究所を設立し交換教授プ
ログラムを立てた。商学部から林文彦教授が管理委員として選ばれ，その運営
に参画した。当時わが国は，独立後問もない時代であって，学術的国学交換は
殆んど無きに等しい状態であったが，大浜信泉総長，村井資長教務部長，難波
正人理工学部教授，河辺吉政治経済政経学部教授，林文彦商学部教授等の多大
の骨折りによって，昭和32年米国より，わが国に初めてオペレーショソズ・リ
サーチ・チームを招鴨，ウヅドベリー（ニューヨーク大学教授），フィー二一
（S　R　I），メイコール（ミシガソ大学助教授），ウイルソソ（ミシガソ大学）
4氏が来目，早稲田大学を中心に全国的に0Rおよび電子計算機知識の必要性
が説かれ，その後のわが国の産業，経営の近代化，コソピュータ・サイエソス
の発展のために大きな影響を与えた。
　早稲田大学・ミシガソ大学交換教授協定に基づいて，理工学部，政治経済学
都，商学部およびその他機関の教員が，ミシガソ大学へ派遣されたが，商学部
からは，昭和31年第1回の派遣教授として青木茂男教授（会計学），原田俊夫
教授（マーケティソグ），車戸実教授（経営学）が渡米したのを皮切りに，第
2陣として染谷恭次郎教授（会計学），第3陣として朝岡良平助手（貿易論），
新沢雄一助手（計量経済学），第4陣には伊東克巳教授（国際マーケティソグ），
小林太三郎助教授（広告論），西沢借助手（会計学）が派遣され，進んだ米国
の会計学，経営学，マーケティソグ，コソピュータ・サイエソス等の知識およ
び技術が，商学部へ導入され，研究，教育に大きく反映された。
ユ2ユユ
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　商学部において，統計学および経済統計の研究，教育の理念と方向は，小林
新教授の目指した路線の上にあることは言を倹たないが，経済学の分野におい
て，経済の理論的数量的研究と実証的数量的研究の総会を目指す計量経済学会
が1930年に誕生してから，とりわけ，1940年代の数理統計学の著しい進歩と，
1950年代に入ってコソピニータ・サイエソスの飛躍的な発展とに支えられて，
経済統計の分野は，単なる静態的な資料分析ではなく，経済模型を設計・検定
の遇程を経て自然科学の分野で一般に行われているようにシミュレーシ目ソを
行うことができるようになった。
　もし小林新先生が御存命ならぱ，この分野の著しい発展をただちに先生の思
考や理論体系の助げとしたに違いないのである。先生の時代は，いかにして莫
犬な経済統計の資料を手際よく纏め，計算するかに多大の労力が払われ，先生
御自身が，計算装置を工夫され特許をとられ，また博士論文であるr商業計算
と対数」（昭和ユ4年，東京泰文杜）では，経済統計において，対数計算の重要
性を説き，対数計算をいかにして正確に高位桁数まで簡略に計算することがで
きるかという問題に取り組んだのであった。たとえぱケソブリヅジ大学の20桁
の対数表はEverettの補間法を用いて，十数年の歳月をかけて完成したので
あるが，小林新先生の提唱するA－Kシステムでは，一定の基本数とその対数
を確定し，その基本数の乗器値を単楕式因子分解法を併用して作成する方法を
考案され，先生は36桁の対数計算も，Everettの方法やF－Thomanの方法
や，さらにDuarteの方法より計算上の負担が少なく，短時閻の中に計算でぎ
るのである。
　コソピュータ技術の驚異的な進歩は，このような工夫も遠い過去のものとし
てしまったが，先生がどれ程，統計的処理においては計算のために時問を費や
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さなけれぱならぬかを痛感した結果がこのような研究の分野に没頭させたので
あって，その努力と成果に畏敬の念を抱かざるを得ない。
　昭和32年当時，助手であった新沢雄一は，ミシガソ協定に従って同大学へ留
学，計量経済学，OR，コソピュータ・サイユソスに関する知識を習得し，帰
国するとともに，昭和34年早稲田大学電子計算室の設置に参画し，まだ揺藍
期にあったわが国の国産電子計算機のソフトウエアの開発を行うとともに，電
子計算機の知識の啓蒙，普及に努めた。当時の国産電子計算機はハードゥエァ
が製作されたぱかりで，それを効率的に作動させるソフトウエアが皆無の状態
であり，ましてや計量経済学模型の作域は極めて困難な状態にあった。新沢ば
ソフトウエアの中で記号語言語の開発に着手し，新沢が開発したアッセソブラ
TOP（TOSBAC3121－OPTIMIZINGPROGRAM）（早稲田商学第播合
併号所収）は，わが国の国産機では最初のアシセソブラであり，さらに昭和35
年には，NEAC2203用アッセソブラとして，NAP03（NEAC－2203ASS
EMBLY　PROGRAM）（NEAC研究会，大阪大学工学部にて報告）を開発し
た。わが国において電子計算機利用が始まって，僅か4年経過したぱかりの昭
和36年に，電子計算機の中小企業への普及の可能性を探ぐるため新沢は中小企
業庁，目本電子計算機を背景に実態調査を行い，昭和39年には，林教授，新沢
助教授は，全産業に対する電子計算機需要の測定を行った。さらに45年に新沢
は，国産大型電子計算機のための計量経済学模型の自動化という見地から，日
本情報処理開発協会の助成金を受けて，JUMPS（JIPDEC’S　Un1versal　Ma・
thematica1Programming　System）を設計開発した。通商産業省は，わが
国の電子計算機産業の健全なる育成と利用の高度化のために，昭和50年度を目
標年次に，電子計算機利用高度化計画を作成したが，新沢はその基礎となる電
子計算機需要測定のためのシミュレーシ目ソ模型を開発し，情報処理振興審議
会専門委員として予測値を提出した。他方昭和39年より，わが国の電子計算棲
産業の建全な育成発展とその利用高度化，国際協調を前提とした知識・情報産
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業の助長のために「コソピュータ白書」の出版を提案・企画し，白書委員会の
専門委員長とLて尽力している。
　昭和38年に商学部において計量経済学研究セミナーが開設され，40年には電
子計算，41年には数理統計学が学部の講座として設置され，47年には古田稔助
教授による経営統計研究が開かれ，経済ならびに経営の実証的側面の教育が一
段と強化された。古田は効用関数を基調にする原子論的物価指数について造詣
探く，「経済指数に関する一考察一厚生経済学的視点を申心として一」（早
稲田商学128号）などの論文があり，小林新先生の弟子であって，現在内閣総理
府統計局労働統計課長水谷弘は物価指数，産業連関表，国民所得諸統計作成の
直接担当考でもあり，昭和39年より早稲田大学非常勤講師として産業統計，国
民経済計算たどを担当している。また，林の弟子である磯村孝志（38年卒）
は，現在愛知学院大学商学部講師として，統計学を担当，エネルギーおよびサ
ービス産業の分析に関心をもち，吉野紀（39年卒）は現在駒沢大学経済学都助
教授として，主として，家計資産の分配ならびに所得分配の統計的分析を行づ
てい私このようにして小林新先生が樹立された統計学の学統をふまえて研鐘
している。
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